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新年あけましておめでとうございます。昨年

も多くの方々のご協力のもと、私たちの企業理

念である『豊かな自然と感動を未来に、人と野

生動物の明日を想い今を創造する』を目指した

活動を進めることができました。この場を借り

て深く感謝申し上げます。 
 
国内の野生動物保護管理の動きに目を向けま

すと、昨年は、クマが指定管理鳥獣に指定され

たことにより、国や多くの自治体でそのための

取組みが始まりました。取組みは始まったばか

りですので、より丁寧な対応と方針作りが必要

となり、それに対してこれまで培った経験に基

づいてそれぞれの自治体にあった提案と実行を

心がけて進めてまいりました。 
また、効率的なモニタリングを実施するため

に新しい技術の活用にも取組んできました。ド

ローンはすでに多くの場面で活用が始まってお

り、多様な目的での使用方法について検討を進

めています。そのほか、これまでの課題を解決

するために新たな統計データ解析にも力を入れ

て取り組みました。今後はこれらの成果を基に、

さらに実効性のある施策につながるような提案

をしていく予定です。 
一方で、実際に野生動物の被害に直面してい

る市町村や集落に着目すると、日本全体として

人口減少や高齢化が進み、地域においては対策

に関われる人や予算の不足、野生動物やその対

策についての知識が浸透していない状況があり、

先が見えず困っている地域が多くあると感じて

います。このような現状に対して、これまでと

同じようなアプローチだけでは問題解決につな

がらないのではないかという思いもあり、

WMOができる問題解決方法について検討を進

めてまいりました。 
 
こういった社会情勢の変化や技術の進歩に今

後も継続的に対応し、必要な技術開発や取組み

に力を入れられるように、昨年 9 月に WMO は

組織再編を実施しました。 
体制変更により本社機能として情報管理室、

経営戦略部を新設し、WMO 全体の機能強化と

結束力強化に取り組んでいきます。また、これ

まで調査事業部としていた部の名称もより私た

ちの役割が明確に伝わるようにワイルドライフ

マネジメント事業部（略称 WM 事業部）へと変

更をしました。その WM 事業部には新たに福島

事業所と地域支援室を設置しました。 
東日本大震災直後から福島県浜通り地域では

野生動物による問題が多く発生しています。

WMO も 2018 年以降、帰還困難区域が解除さ

れた地域を中心に自治体の担当者をサポートす

る形で野生動物の被害対策に関わってきました。

しかし近年は当初よりも多面的な対策が必要に

なってきたことや地域で生活している人たちと

共に野生動物の問題に取組む必要性が高まった

ことから、より現場に近いところで迅速に対応

することを目指して、2024 年 10 月に浪江町に

福島事業所を開所しました。この事業所ではこ

れからもその地域の在り方にあった活動を地域

の人たちと共に考えて進めていきたいと考えて

います。地域で生活している人と共に野生動物
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問題に取組む必要性は福島事業所の周辺だけで

なく、他の部署が関わっている地域でも必要で

あり、そのノウハウの蓄積や開発が必要となっ

ています。そのためこういった業務を仕組みや

技術の面からサポートする部署として地域支援

室を開所しました。日本は今後も人口減少と特

に都市部以外での過疎化が見込まれています。

その時に行政がこれまでと同じように税金を使

うだけで、そういった地域をサポートできるで

しょうか。今後は地域のことは実際に住んでい

る人たちが考えて取り組んでいける仕組みが必

要になってきます。そのような取組みに私たち

も伴走させてもらい一緒に考えさせてもらいた

いと思っています。 
 
2025 年はこれまで培った知見と経験をさら

に発展させ、多くの地域で活動を進めていきた

いと考えています。新たに活動を開始した地域

支援についても力を入れていきます。この野生

動物保護管理も多様な人が関わることでブレイ

クスルーが起こる可能性が高まります。そのた

めには、社内に多様な人材が集まり、社外の多

くの関係者との連携が必要となります。そのよ

うな取組みにも力を入れていきたいと考えてい

ます。2025 年は、WMO としても新しいフェー

ズに入っていく年になると考えています。社員

一同、これまで以上に知識と技術を磨き、地域

社会や行政のお役に立てるように努力を重ねて

まいります。 
本年も引き続き、ご支援とご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。皆様にとって希望に

満ちた一年となりますよう、心よりお祈り申し

上げます。 
 

 
 
 
 
 
 
 

表紙の絵 
ツキノワグマの胸の斑紋は個体ごとに多種多様な形状をしています。 

昨年は個体識別のため、センサーカメラで撮影されたたくさんの斑紋と睨めっこしました。 

今年の干支であるヘビのような斑紋を持つ個体もどこかにいるかもしれません。 

中島 彩季（ワイルドライフマネジメント事業部 関西支社） 

 


